
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊橋市 

 

豊橋市市民協働推進補助金 

平成２１年度事業報告資料 



   

 

三本木町自治会
三本木町自治会として
新たな事業「三本木お互いさまの会」を立ち上げる

1

南部・南陽ブロックおやじの会 愛知おやじサミットｉｎ豊橋 2

豊橋子育てネットゆずり葉
『むすんで広がる子育て支援』
―共感でつくり合う　まちづくり―

3

豊橋市立中野小学校ＰＴＡ
「なかの」　ふれあい、思いやりのまちづくり
～６つのステージで国際理解・健全育成を深めて～

4

ボランティアグループ
フロンティアとよはし

目指せ！ことばしゃべるナイト 5

中部中学校区青少年健全育成会 クリーンアップ作戦（校区浄化活動） 6

羽根井ふれあい推進委員会
「土曜ひろば」特別イベント
『みんなで人形劇を見よう』

7

東三河動物福祉の会ハーツ
『ＴＮＲ〈Trap（捕獲）→Neuter（不妊去勢手術）
→Return（戻す）〉運動』　公園に住む野良猫の繁殖防止

8

弥生会
灰…じゃなくて廃油で桜を咲かせましょう！
～一般家庭使用済み天ぷら油のＢＤＦ化事業～

9

特定非営利活動法人
外国人就労支援センター

ブラジリアン・なにがし計画 10

豊橋市子ども会連絡協議会 キッズジャムｉｎとよはし 11

伊古部町笹百合保存会 ささゆりの里づくり 12

発達障害地域自立支援の会
グローアップ

発達障害者地域生活支援事業 13

やらまい会 すすめ夢街道 14

賀茂校区文化協会 「山本晴幸（勘助）生誕碑」の補強工事及び付属設備の設置 15

栄校区まちづくりを考える会 「さかえ歴史と自然の道」整備事業の継続 16

内山川ホタルを守る会 内山川ホタルの里づくり 17

豊橋歴史研究連絡協議会 案内看板の設置 18

三ノ輪二区壮健会 三ノ輪東公園の花壇づくりとフェンス修復工事 19

目　　　次

 
 

 

 

 



 

   1

 

 

 

 

平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 
三本木町自治会として新たな事業「三本木お互

いさまの会」を立ち上げる 

団体名 三本木町自治会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

１．助け合い活動 お困りの家庭に対する、枝きり、草取りなど２１

項目のお手伝い活動。 

２．豊橋市出前講座などの研修。 

３．公民館の活用による会員相互のふれあいと健康維持の施策。 

 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

１．助け合い活動 草取り、枝きりなどの手伝い件数、計 40 件、延 109

人、165 時間、協力会員 47 名が活動。 

２．研修会 

  講座実施回数２３回、延１６０人が参加。 

３．公民館の開館 延参加者２２０人。 

・ 助け合い活動の結果として、高齢者や近所の人への気遣いをする人

が多くなった。 

・ 近隣地域でも助け合いの会に関心が高まった。 

・ 活動や研修を通して向上する機運が高まった。 

 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

１．お手伝いの依頼は予想より少なかった。より積極的な広報活動を

通して、気安く利用できる雰囲気作りに力を注ぎたい。 

２．有能な人材を発掘して、相互研修の場を広げたい。 

３．公民館に行きたいと思うような魅力のある催しを考える。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 第３回愛知おやじサミット in 豊橋 

団体名 南部・南陽ブロックおやじの会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

愛知県下で活躍しているおやじの会の総会。今回で３回目となり、１

回目は吉良町、２回目は江南市で開催され豊橋市での開催は第３回目

となり東三河での初めての開催である。今回のテーマは、「子どもにみ

せたいおやじの背中」であり、基調講演を特定非営利活動法人おやじ

日本理事長の竹花豊さんにお願いした。パネルディスカッションにお

いてこのテーマについて意見交換を行った。その他、愛知県下で活躍

するおやじの会３団体の活動報告を行った。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

平成２２年１月３０日午後１時３０分より豊橋公会堂で開催した。約

２２０人の愛知県内外の熱いおやじたちが集まった。開会式典では、

中西功帯会長の挨拶、佐原豊橋市長の祝辞、県教育委員会生涯学習課

主事丹羽様の祝辞、小坂井おやじの会の文部科学大臣賞の受賞披露、

愛知おやじの会のアピール文の読み上げ等を行った。基調講演、パネ

ルディスカッション、活動報告が行われ、好評であった。特に活動報

告では各おやじの会の活発な活動に場内も熱気を帯びた。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

アンケート調査に於いては、基調講演、パネルディスカッション、活

動報告とも大変好評であった。特に活動報告が好評であり、参加した

他のおやじの会の今後の活動の参考になったという意見が多かった。

この会をきっかけに豊橋市内及び愛知県におやじの会が出来、多くの

おやじが子どもの健全育成及び教育に積極的に参加する様になる事が

期待される。 

愛知おやじサミットは今後も定期的に愛知県下の各市町村で行ってい

きたい。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 
『むすんで広がる子育て支援』 

―共感でつくり合う まちづくり― 

団体名 豊橋子育てネットゆずり葉 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

地域の発展のために日々努力していらっしゃる自治会のご協力のも

と、必要と思うことをボランティアとして取り組むゆずり葉会員と、

若い学生世代との交流を行うことで、互いの理解を深め、より良い地

域づくりのきっかけとなるよう、はじめの一歩として行いました。 

自治会長２名と学生１名、ゆずり葉の会員１名で構成した４人１グル

ープが、会議ファシリテーターのリードによって、豊かな子育てがで

きるまちづくりについて話し合いました。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

今まで話したこともない組み合わせのメンバーでの話し合いは、非常

に新鮮な出会いで、意義深いものであったと、感想をいただきました。

自治会長の方の中には、これをヒントに独自にテーマを持たれ、地域

会議を始められた方もいらっしゃるようです。 

ゆずり葉側もゆるやかに自治会と繋がりながら、活動がそれぞれ認知

され、子どもたちのために情報の共有が出来るよう、ネットワークと

して現在発行のゆずり葉通信の更なる充実を目指すこととなり、一歩

ずつではありますが、交流会が活かされる方向に向かっています。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

自治会長というお忙しい皆さんではありますが、ご依頼があれば、各

種ボランティアのご紹介など、地域の求める情報をきめ細かく提供し

ていきたいと考えています。 

また、今回のような大きな集まりでなくとも、顔が見える関係づくり

の会を行政も交えながら、今後も計画していきたいと思います。 

ひとり一人の善意がよりよく繋がるように、ゆずり葉はネットワーク

として役割を果たせるよう今後も活動を進めていきます。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 
「なかの」 ふれあい、思いやりのまちづくり

～６つステージで国際理解・健全育成を深めて～ 

団体名 豊橋市立中野小学校ＰＴＡ 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

・「国際親子インターネット学習会」 

・「国際交流会」 

・「なかの夏まつり」 

・「学校に泊まろう会」 

・「掃除に学ぶ会」 

・「昔の生活道具・民具等を見学、学ぶ会」 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

「国際交流」と「健全育成」の更なる向上を目標に６つの事業を実施

しました。スタート時点では１年を通じての事業だけにプレシャーも

感じました。関係各所の皆様のご協力により、６つの事業は無事終了

することができました。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

今回の事業を通して、多くの参加者がコミュニケーションをはかり、

子どもを通じて保護者同士が仲良くなることができました。学校を中

心として校区自治会、ＰＴＡ、おやじの会等が協力することの大切さ、

意味を相互に再確認することができましたので、今後も「国際交流」

と「健全育成」を推進していきたいと存じます。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 目指せ！ことばしゃべるナイト 

団体名 
ボランティアグループ 

フロンティアとよはし 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

＊豊橋市内の外国籍市民の在住割合の多い地域でのポルトガル語教室

中野校区：ポルトガル語教室 

毎週土曜日  午後 1時～3時 

中野校区市民館 

＊外国籍市民のための日本語ボランティア養成講座の開催 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

【ポルトガル語教室】 

11 人生徒が参加し、ほぼ 1 年の授業期間を終了したのは 9 人、3 人は

80%の出席率となり、参加者の満足度は非常に高かった。昨年実施した

内容の復習の時間を入れ、さらに「使えるポルトガル語の習得」を目

指した講座を現在も継続中である。仕事上ブラジル人市民や子どもた

ちと話す機会のある生徒さんからは「かなり役にたった」という声が

寄せられた。また、子どももＯＫというのがフロンティアの教室の一

番のウリ。ブラジルの方と結婚した日本人の奥様が子ども連れで参加

されたが、他の日本人の生徒さんのお子さんと授業の間ずっと仲良く

遊んでいる風景を見て、子育てを通して言葉を学び、お互いに理解を

深める場をもっと増やしていければと思った。 

 

【外国籍市民のための日本語ボランティア養成講座】 

当初、このボランティアの養成目的が日本語教室へ入る前のプレ教室

設立を目指して計画したものだった。さらに、今回の対象者はある程

度日本語能力がある人を対象としていたが、そういう人たちでも仕事

を選べる状況ではなく、仕事に直結する講座なら参加するが、そうで

なければ少しでも就労時間を延ばす方を選択するという現状にある。

また、フロンティアの 3教室、あるいは他の地域での教室でも初歩の

学習者が激減しており、仮にボランティアを養成してもプレ教室の開

講ができず、ボランティアを活用できない可能性がある。 

上記の事情により、開講を断念し計画変更することを決定するにい

たった。 

 

今回の計画変更は団体の計画立案時の今後の課題となった。次年度

以降、計画の再検討をし、実施に向けた努力を続けていきたい。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

フロンティアとよはしは 5 月 7 日にＮＰＯ法人の申請を行い、現在申

請中である。 

今後は基軸事業である「言葉を架け橋とし、双方向の学びから理解を

深める事業」と定款に掲げる「外国人市民の子弟の教育・就労に関す

る事業」をより強化した活動を進めていく予定である 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 クリーンアップ作戦（校区浄化活動） 

団体名 中部中学校区青少年健全育成会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

中部中学校区内の公共施設、公園、牟呂用水を中心に浄化運動を行っ

た。 

・ 豊橋駅周辺の公共施設や商店に書かれた落書きを消した。 

・ 公共施設や公園のトイレを清掃し、使いやすく清潔にした。 

・ 公園内のゴミや落ち葉を拾い、草を取り遊びやすい環境を維持して

いる。 

・ 牟呂用水とその周辺を清掃し、環境美化につとめた。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

活動を始めた数年前は、駅周辺は醜い落書きがいっぱいでしたが、最

近ではずいぶん減ってきました。これは市民の皆様の意識の変化の現

われだと思います。また、道行く人に声を掛けてくださり、私たちの

活動が市民に伝わっていることを感じました。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 少しずつではあるが、成果が現れているが、落書きやゴミ捨ては続

いている。これからも地道に続け、この活動がこの校区だけでなく、

他の校区、市全体に広まり、豊橋の環境美化に繋がるように貢献した

い。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 
「土曜ひろば」特別イベント 

『みんなで人形劇を見よう』 

団体名 羽根井ふれあい推進委員会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

・ 平成１４年より開催している「土曜ひろば」（月２回、年間１８回）

羽根井小児童の約半数（２６０名）が参加し、１８講座に分かれて

学習や遊びをする。 

・ 「土曜ひろば」の日程のうち、全体会で行う行事として平成２１年

１０月３１日（土）に『みんなで人形劇を見よう』を実施 

・ 羽根井小学校児童はもとより、校区全体に呼びかけた。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

・ 人形劇の内容に感動することもさることながら、子どもたちの歓声

や真剣に見入る姿を見て、「本物のよさ」を実感してもらえた。こ

ういう機会を、１年に１回くらいは持って欲しいと言う声がたくさ

ん寄せられた。 

・ 人形劇の観賞と同時に、「土曜ひろば」の公開も行ったので、見学

する校区の方々もいた。 

・ その後に行った“学校ボランティア”の募集に多数の応募があった。

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

・ 年１回くらいのペースで、公演や演奏会を開催したい。できれば校

区在住の演奏家の方々の協力を得ていきたい。 

・ 「土曜ひろば」だけに留まらず、学校全体、校区全体の行事として

発展させていきたい。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 
『ＴＮＲ〈Trap（捕獲）→Neuter（不妊去勢手術） 

→Return（戻す）〉運動』公園に住む野良猫の繁殖防止

団体名 東三河動物福祉の会ハーツ 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

豊橋市内の主だった公園の周辺には野良猫が住み着いており、公園内

でエサをもらっている状況です。エサのやり方、地域住民の方と話し

合い、理解をしてもらい、捕獲し、協力動物病院にて去勢手術し、元

の生活場所に戻します。地域住民による適切な給餌、掃除などの管理

をしていけば野良猫は繁殖せず共生していける。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

「今まで、発情期には騒がしい猫の声に悩まされていたが、手術後は

とても静かになりまるでいないように思われる。」とは住民の声です。

実際に数が減少している地域も出てきています。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

住民の目に付く公園には、猫の数が減ってきているが、まだまだ個人

敷地内でエサを与え、繁殖させている住民がいる。情報、相談などを

基に説得し、金銭的にも援助しつつ、繁殖防止につとめていく方針で

す。 
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【廃油回収量】 

平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 
灰…じゃなくて廃油で桜を咲かせましょう！ 

～一般家庭使用済み天ぷら油のＢＤＦ化事業～ 

団体名 弥生会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

【概要】 
・ 弥生町自治会エリア（約 1200 戸）を対象に、使用済み天ぷら油を回収

し、リサイクル業者（サーラ様）に売却する。（3円/ ℓ） 
→CO2 削減、ごみ排出量削減、サーラ設備の有効利用 

・ 売却益で桜苗木を購入し、地域に植樹する。→更なる環境改善、地域
協働のシンボル 
《目標》300ℓ（苗木１本分）/年間 

【具体的内容】 
・ 各四半期末日曜日午前を回収時間として、回収ｽﾃｰｼｮﾝを設置。 
（エリア内２箇所） 

・ 回収ｽﾃｰｼｮﾝあたり５名程度配置 
回収量促進のため、各戸にろうと配布(1200 個)、回覧周知：計７回 

事業の成果等 

（事業を実施した

結果、どう変わった

かなど） 

【成果】 
・回収量は目標の３倍を上回る 1035 ℓ 

→収益 3105 円 CO2 削減約２トン 
・ H22.4.4 に弥生公園に桜苗木を植樹 
【想定】 
・地域におけるエコ意識の向上に大きく貢
献できた。 

・地域協働の結果が、直接的に地域に目に
見える形で還元されることが、成果を挙
げた要因だと想定される。 

・マスコミにも東三河初の取組と取り上げ
て頂き、エリア外から多数問合せもあり、
影響を与えられた。 

 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

『H22 年度も同様なスキームで継続』⇒目標 1000 ﾘｯﾄﾙ/年間 
【課題】 
・桜植樹場所の選定する必要がある。（「桜の街 弥生町」を標榜） 
・廃棄物処理法の制限から、回収方法が制限されている。環境部様やサー
ラ様の助力を得ながら、より協働力が反映され、成果が上がる方法を検
討する。 

・弥生会会員だけでなく、企画・運営面に関しても、地域住民の力を活用
していく。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 ブラジリアン・なにがし計画 

団体名 
特定非営利活動法人 

外国人就労支援センター 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

外国人の不就労や不就学の子どもたち、また、外国人学校の児童生徒

への日本文化やマナーを知るための講座を行いました。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

普段、日本に住んでいながらも外国人コミュニティで生活している子

どもたちは日本の伝統や習慣についてまったく知らない子どもも多く

います。初めてで戸惑う子どももいましたが、楽しみながら実施する

ことができました。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

今後は、日本の伝統文化や日本食文化だけでなく実際に地域社会をふ

れあうきっかけとなるような講座を企画し、実施したい。例えば豊橋

には野菜の特産物や筆という伝統工芸なども有名なので外国人の子ど

もたちが自ら住んでいる地域を知るきっかけになるような内容を充実

させたいと考えています。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 キッズジャムｉｎとよはし 

団体名 豊橋市子ども会連絡協議会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

豊橋市の全ての子ども達の健全な成長を願い、今後の子ども会活動の

より一層の活性化を目的に市制１００周年記念事業を期に、時代にあ

った子ども会活動のリニューアルを図る第一歩として始めた事業でイ

ベントを通し育成者、親子、地域とのコミュニケーション、ふれあい

をより強くするために行っています。遊びを通し、対話や他校区の子

ども達との交流も図り、人間関係を学びます。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

楽しくイベントをする中で、マナー、ルールを身につけ、自分より小

さい子に譲る思いやり、やさしさ、協調性、各自の役割を知り、理解

と責任が少しずつではあるが果たせられるようになってきています。

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

キッズジャムを、豊橋市子ども会連絡協議会の一大イベント事業とし、

内容の充実を図ります。役割分担から企画運営を子ども達が中心とな

って進めることにより、創意工夫・協調性・連帯感・責任感を養い、

仲間とともに成長することを期待します。キッズジャムでの体験を通

して、子ども達が地域での活動で積極的に行動できる様努力していき

たいと思います。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 ささゆりの里づくり 

団体名 伊古部町笹百合保存会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

昭和４０年の初め頃まで渥美半島の海岸一体の山地には、沢山のささ

ゆりが自生していました。プロパンガスの普及等に伴い身近な山地も

人の手が入らず生い茂った木々の中でいつしかささゆりを見かけなく

なりました。 

平成５年頃、絶滅したと思われていた１株のささゆりを見つけ、何と

か昔の様にささゆりを咲かせたいと考え、有志を募り笹百合保存会を

結成、町民全員を会員とし、文献や先進地の事例等を見聞して、種か

ら８年を経てささゆりを咲かせ、現在では、３０００本を越える「さ

さゆりの里」になりました。 

平成２１年度市の「くすのき補助金」の対象となり、市広報等による

宣伝にも助けられ、市内外から観賞に来てもらえるようになりました。

これからも会員の力、地元児童・生徒の協力も得てささゆりいっぱい

の里にしていきたいと考えています。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

◎ ささゆり栽培技術の向上 

１．補助金１５０，０００円でささゆり苗圃の充実 

２．強くしっかりとした球根・苗作りの研究 

３．ささゆりの咲く場所を広げることが可能になった（自転車道沿

い） 

◎「広報とよはし」を始め、多くのメディアによる宣伝により、２０

年度に比べ「ささゆりの里」を見に来られた方が、倍増し、約４，

０００人にのぼり、又、遠隔地からの来園者も多かった。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

１．種子から咲くまでに、７～８年かかるので、しっかりとした簡易

体制を整える必要がある。（会員の多くが高齢化しているので、後

継者の育成など） 

２．「ささゆりの里」のエリア拡大。（少年自然の家・自転車道沿い更

には伊古部以外にもささゆりの群生地ができれば、ささゆりを通

した、交流の場ができると思う。 

３．そのためには、組織づくり、財政的基盤の強化も必要だが、これ

らは長い時間をかけて進めていけばよいと考えている。 



 

   13

 

平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 発達障害者地域生活支援事業 

団体名 発達障害者地域自立支援の会 グローアップ 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

・ 発達障害についての理解啓発とピアカウンセリングの実施 

・ 発達障害者が地域で自立して生活していくためのソーシャルスキ

ルトレーニングの実施 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

・ 発達障害児者を持つ親さんや関係者の不安や心の安定に役立つこ

とが出来たと思っています。 

・ 親の会などの所属していない方が多く、発達障害の正しい理解が少

なかったり、情報を入手できない人が多く、自分達の持っている知

識などを提供することで、自分だけでないのだという気持ちを持っ

てもらうことが出来たと思います。 

・ 自分のことを見つめなおすことや、自分を知る機会を持つことで将

来に向けて、生活力を身に付ける一歩を踏み出すことが出来たので

はと思います。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

・ まだまだ宣伝が出来ていなく、多くの方に参加していただく事が出

来ていないと感じています。 

・ また、リピーターの参加も２度３度と行われるように、話の内容を

もっと濃く出来るように、勉強していかなくてはと感じています。

・ 余暇活動については自分達で考えて活動が出来るようになり、仲間

つくりは出来てきたとは思うが、勉強となるとなかなかできず、何

をするべきなのかもう少し自覚を持って取り組みしてもらいたい

と思っています。 

・ SST などについての外部者からの問合せも多く、親の立場ではど

のような支援をしていけるのか、どのように取り組んでいけばいい

のか、課題は大きいと思っています。 



 

   14

 

平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 すすめ夢街道 

団体名 やらまい会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

私たちの住む近くの市道沿線は、変化に富んだ美しい景観を持ってい

る。しかし、沿道の山林では、樹木も大きくなり倒木や枯れ木も多く

なった。そこは不法投棄の場所ともなっている。 

そこで、｢進め夢街道｣を立ち上げ次の事業を進めた。 

① 市道の沿線（約７５ｍ）の樹木の伐採、撤去と間伐材の柵の設置 

② しだれ桜６本と染井吉野３５本の植樹と草花を植栽し、美しい景観

を持つ里山の基礎づくり 

③ 地域の人に｢すすめ夢街道｣の趣旨を伝えることと、賛同や協力の呼

び掛け 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

事業計画通り、樹木の伐採、撤去、柵の設置も完了し、桜の植樹も５

月に終えた。鬱蒼とした森林から一望が開け見通しがよくなった。ご

みの不法投棄場所から一変して、ごみのポイ捨ても、ぐっと減ってき

ている。 

地域の人も｢何の木を植えたのですか｣｢明るくなりましたね｣｢将来が

楽しみです｣などと声を掛けてくれ、私たちの活動に関心を寄せ、息の

長くなる活動にも期待してくれている。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

桜の植樹をして２ヶ月過ぎた頃、心ない人により市道側に植えた桜の

苗木１３本を折られてしまった。また、台風１８号による塩害の被害

も受けている。 

しかし、これらの出来事に動揺することなく、桜の芽吹きを待ちなが

ら草取りや藤袴などの草花を植栽し、生き物も集まる美しい里山にし

たいと思っている。 

そして、さらに新会員を募り｢夢街道｣整備の事業を延伸するなかで、

私たちの思いを広げていこうと思う。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 山本晴幸（勘助）生誕碑の基礎補強工事 

団体名 賀茂校区文化協会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

明応９年（1500）８月１５日、八名郡賀茂村（現豊橋市賀茂町）に生

誕したとされる山本源助（勘助の幼名）。 

大正天皇ご即位の記念事業として、大正４年（1915）に賀茂村に生誕

碑が建立された。 

生誕碑建立以来９４年、長年の歳月で風雨にさらされ、生誕碑を支え

る基礎部分が軟弱化した。 

賀茂の偉人｢山本勘助｣の偉業を称え、その功績を後世に伝えるため、

この度の事業を企画した。 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

賀茂町では、｢豊橋市制１００周年記念｣事業に協賛し、｢賀茂の町おこ

し｣のキーは何か、の検討を始めた。そのひとつが賀茂生まれの戦国時

代の偉人、山本勘助であった。 

今回の事業では、歴史的遺産を大切にする事の大切さ。賀茂の取り組

みへの高い評価声が聞かれ、町づくりに一石が投じられたと確信して

いる。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

山本勘助の先祖が眠る本願寺で｢山本勘助を偲ぶ会｣を開催して今年で

三回目になる。本願寺と生誕碑は、賀茂町出口地内に隣接して存在し、

勘助の先祖が関わった賀茂神社を含め｢賀茂の歴史めぐり｣のコースが

設けられている。 

賀茂の史的財産を守りながら、広く内外にアピールし町の活性化に結

びつけて行きたいと考えている。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 ｢さかえ歴史と自然の道｣整備事業の継続 

団体名 栄校区まちづくりを考える会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

 

由緒ある建造物や、樹木に案内説明板を設置しました。 

平成２１年１０月末、案内説明板を７箇所に設置完了しました。 

① 一厘鳥居            ・・・  山田町 

② 行者の碑と馬頭観音       ・・・  小松町 

③ 小松神明社と燈籠        ・・・  小松町 

④ 松根油採取痕          ・・・  南部中学校 

⑤ 陸軍兵器支廠の正門と硝舎    ・・・  南部中学校 

⑥ 陸軍兵器支廠への引込み線跡   ・・・  南部中学校 

⑦ 鵜賀龍神のお話         ・・・  南栄町 

 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

・南部中学校西側（渥美線側）塀の近くに設置した３箇所は、 

 １１月に栄小学校４年生の２クラスに社会科の校外授業として 

 地域学習の実地見学に使用され、会員の吉田さんが説明しています。

 

・鵜賀龍神のお話も、地元南栄町（３区６組）の方には 

 案内説明板が設置された、と云うことで若い人達には再認識 

 されて歓ばれています。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

案内説明板の設置取組みについて 

今後対象となる場所は、愛大構内、時習館高校、高師緑地などで 

設置了解が取れるかどうか課題です。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等  内山川ホタルの里づくり 

団体名  内山川ホタルを守る会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

内山川はホタルに配慮したホタルブロックという穴あきブロックで護

岸を築いていますが、急峻なためにコンクリートの落差工というコン

クリートの構造物が多くあります。そのコンクリートによって多くの

生き物の移動に障害となっています。 

そこで、森下橋下流の落差工と階段部分のコンクリート壁面に溶岩の

付いたボードを張り付ける作業を行いました。 

作 業 日：平成２１年１２月６日（土）午前９時から午後４時まで 

参加人員：会員４０名、ＮＰＯ法人グラウンドワーク東海８名、 

    豊橋市３名 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

溶岩は多孔質なため、小さな孔がたくさんあり、その孔にコケや小さ

な植物が生えてきます。既に、作業完了した場所ではコケや小さな植

物が生え、ゲンジボタルも増えて、昨年はピーク時に約３，０００匹

が舞いました。 

また、コケが生えることで、二酸化炭素の吸収も行われ、コケは杉や

ヒノキの１０倍もの吸収することができるといわれています。 

この作業によって地球温暖化防止にも役立っています。 

今回の作業で、豊橋市の管理する区間に１３か所ある落差工のうち、

５か所において溶岩ボードの張り付けが終わりました。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

次年度以降、引き続き落差工や階段工のコンクリートの壁面に溶岩ボ

ードの張り付け作業を行い、豊橋市の管理する区間において溶岩ボー

ド張りが終われば、愛知県の管理する区間及び内山川と朝倉川との間

にある田んぼの排水路に、溶岩ボードの張り付けを行っていく予定で

す。 

内山川の活動が各地域に広がり、地域住民による環境改善活動が活発

になるように情報の発信を行っていきます。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 案内看板の設置 

団体名 豊橋歴史研究連絡協議会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

豊橋市内に建立されている１２基の芭蕉句碑の内、５基について案内

看板を立てました。 

(1) 始めに、三河芭蕉会と連携して、看板の形状等と案内文を検討し

ました。①原案作りー三河芭蕉会 ②案内文の確定ー豊橋市美術

博物館の後藤副館長の校閲をいただきました。 

(2)  過去の実績を踏えて、看板業者の選定、依頼をしました。 

(3)  製作後、次の５箇所に三河芭蕉会と協力して、建立設置しました。

①萩句碑（西光寺） ②木槿句碑（東観音寺） ③冬の日句碑

（ＪＡあいち営農支援センター） ④紫陽花句碑（妙泉寺）

⑤影法師句碑（宝林寺） [資料参照] 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

句碑の建立場所が明記されて、句の解説と建立年月日や建立者などが

分かり、市民の方に喜んでいただいたと思います。設置場所の住職の

話によると、句碑を尋ねて来た人々が、｢案内板のお陰で大変助かった｣

と喜んで帰られたということです。できれば、それぞれの解説書（パ

ンフ）が配布できれば良かったと思います。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

今回の案内看板の設置事業は第一段階として活動しましたが、更に第

二段階として｢老津公園｣にある４基について建立する活動を継続した

いと思います。その後は、豊橋市内の芭蕉句碑のマップを作成して、

市民の皆様に尋ねる便を図りたいと思います。 

これからは、いかにして芭蕉句碑の存在を周知徹底して多くの皆様に

訪ねていただく機会をつくるかという事です。 
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平成２１年度市民協働推進補助事業 事業報告会参考シート 

 

事業名等 三ノ輪東公園の花壇づくりとフェンス修復工事 

団体名 三ノ輪二区壮健会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

① 社会教育の推進を図る事業 

② まちづくりの推進を図る事業 

③ 環境の保全を図る事業 

④ 地域の安全を図る事業 

⑤ 子どもの健全育成を図る事業 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

◆930（草ゼロ）530（ゴミゼロ）のきれいな公園となりました。 

◆花壇には 1,000 株の花が植えられ美しい公園になりました。 

◆子どもたちが元気に楽しく遊べる公園となりました。 

◆フェンスの乗り越えや飛び出しもなくなり、安全な公園と 

なりました。 

◆公園のﾒﾝﾃﾅﾝｽを通し会員相互の和が広がってきました。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

◎三世代が楽しく交流できる公園を目指す。 

◎当り前のことが当り前にできる次世代が育つような公園を目指す。

◎町自治会とコラボレーションすることで地域が明るく元気に 

なることを目指す。 

◎会員のボランティア活動と生きがいづくりを両輪として、明るく 

 元気な高齢者仲間づくりを目指す。 



 

   

 

 

豊橋市 文化市民部 市民協働推進課 

〒４４０－８５０１ 

豊橋市今橋町 1 番地(西館４階)  

TEL：０５３２－５１－２４８３ 

FAX：０５３２－５６－５１２８ 

MAIL：shiminkyodo@city.toyohashi.lg.jp 


